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研 究 課 題 キラルな液晶物質の開発 
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研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

本研究では，金属錯体あるいは多環芳香族を骨格としたキラル液晶を開発し，その内部構造

を明らかにすることを目的とした。液晶材料は棒状分子から形成されるものと，円盤形状分

子から形成されるものに大別される。前者が液晶ディスプレイなどに広く応用されてきたの

に対し，後者のカラムナー液晶についてはいまだ内部構造の理解が十分でなく，応用例も限

定される。本研究では，さらに知見の少ないキラルなカラムナー液晶を研究対象とする。キ

ラルなカラムナー液晶を構築するための１つの方法が，八面体型金属錯体の拡張である。Ru
あるいは Ir を中心にもつ金属錯体末端に，鎖長の異なるアルキル鎖を系統的に導入すること

で，種々のカラムナー相の発現を目指した。    

研 究 
 
 

の 
 
 

結 果 

ベンゾキノリン(bzqH)から二段階の反応を経て 5配位イリジウム(Ⅲ)錯体([Ir(BuBQ)₂ Cl])を
合成し，得られた錯体を光学分割カラムを用いた HPLC によって，体，体に分割した。そ

の 後 ， 光 学 活 性 な 錯 体 を 0.008~0.580 mol% の 濃 度 範 囲 で 4 種 類 の 液 晶 分 子

(PPMB,MBBA,PCH5,5CB)に添加した。くさびセルを用いた偏光顕微鏡観察によって N*液
晶中におけるキラルドーパント 1 分子当たりのらせん誘起能力(HTP)を，また配向セルを用

いた円二色性測定により，らせん方向(HTP の正負)を求めた。その結果，錯体構造が同じ
体であるにもかかわらず，用いる液晶分子によって符号の反転(らせん方向の反転)が生じた。

さらに，¹H NMR の調査から，Ir 錯体への液晶分子の配位が示唆された。 

研 究 
 

の 
 

考 察 
・ 

反 省 

各液晶中におけるらせんピッチ長の温度依存性を調査した。PPMB, PCH5, MBBA, 5CB をそ

れぞれ比較したところ，PPMB, MBBA では温度依存性があまり見られなかったのに対して，

PCH5 では昇温にともなって約 1.5 倍らせんピッチが伸長し，5CB では約 1/2 倍へらせんピ

ッチ長が短くなった。PCH5 の場合，昇温することによって PCH5 の Bu-Ir への配位能力が

弱くなり，キラルドーパントが 6 配位から 5 配位錯体として PCH5 中において機能するよう

になったことが，昇温するにつれてらせんピッチが長くなった原因ではないかと考えられる。

一方 5CB の場合，昇温するにつれてらせんピッチが短くなり，PCH5 とは逆のピッチ長の変

化を示した。このことから，単に 6 配位から 5 配位錯体への変化では説明できず，別の原因

があると思われる。今後は温度可変 1H NMR 測定などを検討する。 
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